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新潟市特別支援教育サポートセンター

　この作品展は、教育相談センターに関わる児童生徒の活動や成長の様子を保護者や学校、外部の方に見て
いただき、理解を深めてもらうことを目的に開催しています。作品展示は、ぐみの木教室や各区教育相談室、
「アトリエ」に通室している児童生徒が制作した作品などを展示します。音楽発表は、万代太鼓の演奏を予
定しています。また、子どもたちが作った品物を売る物品販売では、ぐみの木教室の通室生が店員になって
接客します。多くの方にご覧いただき、子どもたちの接客を楽しんでいただくことで、
子どもたちに充実感や達成感を味わってもらいたいと考えております。
　なお、作品展当日のセンター駐車場は大変混雑します。気を付けてお越しください。



令和７年度　教育相談研究会

～ 不安を抱える保護者・子どもへの関わり ～
日 時　令和７年11月５日（水）14:00～16:40

〈研究主題〉「今見えてくる不登校の課題と支援の在り方」

〈研究会参加者の方々の感想〉
・「言語化できない不安に寄り添い支援する」という言葉にとても感銘を受けました。「言語化できない不安」とい
うところに何かしらの問題を抱えている子どもたちの本質が潜んでいるように感じました。そして、ここに介入
していくことの難しさを再確認しました。やはり受容と傾聴を基盤とした聞き取りやコミュニケーションを日常
から継続的かつ自然に実施していくことが大切だと感じました。

・「不安」というキーワードが、今の時代とても大事だと思っていて、その研究テーマに期待感をもって参加しました。
特に、講師講演の中で、①保護者と面談する意義の再確認、②限られた情報から見立てを立てる大切さ、③親に責
任を求めるのではなく、新たなチャレンジを行うパートナーとして連携する大切さ、を学びました。

・これまで向き合った不登校事案について、記憶を辿りながら聴講しました。結果を急ぎすぎないこと、保護者を
含めてチームになること、言葉にできない思いを想像することなど、共感できるお話を沢山聞くことができ、大
変勇気づけられる思いでした。

・不登校については、解決法があるわけではなく、本人や親にただ寄り添っていくこと
で自然と解決する場合が多いということを学びました。

・登校しぶりなどがあると、原因を知りたい、突き止めなくては、という思いになりま
すが、子どもが抱く漠然とした不安には様々な要因が絡み合っているため、様々な視
点で考え向き合っていくことが大切だと感じました。また、保護者に対しても同じで、
何かをアドバイスすることに重きを置くというより、置かれている状況を汲み取り、
受け止めることを大切にしたいと思いました。

〈夜間「学習・進路相談室」・訪問教育相談・各区教育相談室の活動紹介〉
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　今年度は、「今見えてくる不登校の課題と支援の
在り方～不安を抱える保護者・子どもへの関わり～」
をテーマに教育相談研究会を開催しました。

 〈教育相談センターの発表〉

◇ 『保護者支援』について

◇ 『子ども支援』について

 〈講演〉不安とは何かについて考える
新潟青陵大学大学院
臨床心理学研究科

　准教授 　小　林　大　介  様

博士（教育学）
公認心理師／臨床心理士

◇ 不登校の捉えについて

◇ 子どもの不安について

◇ 保護者の不安について

◇ 仮想事例・グループワークで出た意見

こ ばやし だい すけ
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　今年度、午後に行うコミュニケーションタイム
の活動をリニューアルしました。美術館での絵画
鑑賞、新館の２階３階を全部使った宝探しゲーム、
造形活動や道徳、科学実験などでも新しい活動を
取り入れています。新しい活動に子どもたちは目
を輝かせて取り組んでいます。
　また、通室生同士の関わりにも変化が見られま
す。前期は、ドッジボールや鬼ごっこで声を上げ
て楽しんでいました。最近は、自分たちが考案し
た「経済ごっこ」をみんなでやることが多くなり
ました。自分たちで事業を展開し、どうしたら利
益を生むか考えながら互いに交渉し、「ぐみの木通
貨」で売買を成立させます。次第にどうしたら経
済を回せるか考え始め、品物を売ったり、サービ
スを売ったり、株や融資、事業の合併などを考え
ては交渉を始めます。通室生同士が誘い合って「経
済ごっこ」を始め、気付けば通室生全員が互いに
交渉しながら関わり合う姿に子どもたちの成長を
感じます。
　勉強も、体験活動も、コミュニケーションも、
その人なりのペースで進めることができるのが
「ぐみの木教室」です。「ぐみの木教室」が通室生
にとって心の居場所になることを願って、スタッ
フは支援しています。

　レインボールーム(秋葉区子ども
支援室)は、新津駅から歩いて10分、
新津図書館の２階にあり、子どもた
ちが利用しやすい環境に位置してい
ます。毎日10名前後の小・中学生
が利用しており、多いときは15名
以上になります。
　レインボールームの活動は、静か
に一人で学習や自分の時間を過ごすことに重点を置きます。定期的
にイベントを設け、希望者が参加しています。継続して利用する多
くの子どもたちは、学校復帰につながる心の回復を見せています。
その過程では、まず家庭での親子間の関係の改善が起こり、次に当
室の利用が始まり、継続して利用できると心が回復し、日常活動以
外のイベントも楽しめるようになってきます。すると、学校にも時々
顔を出せるようになるようです。写真は、レインボールームの目
玉の一つである創造活動で行った卓球大会と、カラオケ大会の様

子です。その日は、来室12名中10名が
参加し、それぞれが同じ空間で行われ、
希望する活動に参加して楽しみました。
　回復の道のり
は様々ですが、家
にいるよりは、

あまり干渉されない場で自分の時間を過
ごすことが心の回復には欠かせないよう
です。いつでも利用をお待ちしております。


